
日 水月 木火 金 土

５
月
以
降
の
公
開
民
俗
芸
能

●
光
冨
神
楽
（
豊
前
神
楽
）

・
３
日
（
土
）
19
時
～

　
於
：
徳
矢
神
社
（
み
や
こ
町
光
冨
）

●
横
瀬
神
楽
（
豊
前
神
楽
）

・
２
日
（
金
）
19
時
30
分
～

　
於
：
下
木
井
公
民
館（
犀
川
木
井
馬
場
）

・
３
日
（
土
）
19
時
～

　
於
：
横
瀬
公
民
館
（
犀
川
横
瀬
）

●
「
生
立
八
幡
神
社
山
笠
」
行
事

・
10
日
（
土
）
行
山　
16
時
頃
～　

・
11
日
（
日
）
戻
山　
15
時
頃
～

　
於
：
神
社
周
辺
（
犀
川
生
立
）

　

４
月
か
ら
５
月
は
春
の
お
祭
シ
ー

ズ
ン
。
祭
に
つ
き
も
の
の
さ
ま
ざ
ま

な
民
俗
芸
能
が
、
今
年
も
町
内
各
所

で
奉
納
・
公
開
さ
れ
ま
す
。

　
と
り
わ
け
こ
の
地
域
で
「
楽が

く

・
山や

ま笠
・

神か
ぐ
ら楽
」
と
呼
ば
れ
る
民
俗
芸
能
は
一

般
に
は
「
風ふ

り
ゅ
う
お
ど
り

流
踊
」・「
山や

ま

・
鉾ほ

こ

・
屋や

台た
い

行
事
」・「
神
楽
」
と
呼
ば
れ
、
み

や
こ
町
の
も
の
は
含
ま
れ
な
い
な
が

ら
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
日
本
を
代
表

す
る
伝
統
文
化
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
（
あ
る
い
は

登
録
見
込
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
す
ぎ
て
そ
の
価
値
に
気
付
き

に
く
い
民
俗
芸
能
で
す
が
、
視
点
を

変
え
る
と
そ
の
価
値
を
世
界
レ
ベ
ル

で
感
じ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
の

時
期
、
改
め
て
ふ
る
さ
と
の
民
俗
芸

能
を
じ
っ
く
り
ご
覧
に
な
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
？

▲ 写真は、吉田増蔵が故郷（みやこ町）を偲んで詠んだ漢詩の屏風

▲ 古代から昭和まで 11 篇の研究レポートを掲載

▲ 写真撮影時は絶え間ない花吹雪に見舞われました

▲ 先陣を切って力強い響を届けたかつやま太鼓のみなさん

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
５
月
３
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
５
月
10
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
５
月
17
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
５
月
24
日
（
土
）
10
時
～

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
時
間
は
お
よ
そ
の
目
安
で
す
。
天
候
や
主
催
者
都　
　
　
　
　

　
合
で
、
予
告
な
く
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
公
開
中
止
や
終
了
分
は
紹
介
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
博
物
館
友
の
会
は
「
故
郷
を
楽
し
く

学
ぶ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
見
学
会
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
お
陰
様
で
今
年

で
設
立
30
年
を
迎
え
ま
す
。
関
心
の
あ

る
方
な
ら
町
内
外
を
問
わ
ず
、
ど
な
た

で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
。
気
軽
に
お
申
込
を
！

♪
入
会
の
方
法

　
博
物
館
窓
口
で
登
録
・
会
費
納
入

♪
年
間
会
費

　
・
個
人
会
員　
　
　
　
３
０
０
０
円

　
・
家
族
会
員　
一
人　
２
０
０
０
円

♪
お
問
い
合
わ
せ
先

　
博
物
館　
☎
３
３-

４
６
６
６

◆
講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

 
５
月
の
歴
史
講
座

博
物
館
友
の
会
で「
楽
習
」を
！

　３月１日（土）、サン・グレートみやこで文化
芸能フェアが開催されました。博物館も文化芸
術活動支援のため応援させて頂きましたが、子
どもから大人まで、充実の舞台発表が続きまし
た。参加・運営の皆さんお疲れ様でした！

　４月２日（水）、福岡県指定天然記念物「千女房
のヤマザクラ」が満開を迎えていました。
　今年は例年に比べて遅めの開花でしたが、3
月下旬の暖気で近隣のソメイヨシノと競うよう
にして満開を迎えていました。

　３月31日（月）、みやこ町郷土史研究会さん
から「郷土誌みやこ」第19号を献本頂きまし
た。今年も会員の調査レポートが満載の充実
の一冊です。博物館でも販売取扱しています
のでお気軽にお声がけください。

　今年が「昭和100年」の節目の年に当るこ
とから常設展示室の「先人の殿堂」コーナー
で現在、元号「昭和」を考案した吉田増蔵と故
郷とのつながりがみられる資料を展示してい
ます。是非、ご覧ください！

みやこ町歴史民俗博物館

休館日　※情報はR7.4.18 現在
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博物館だより

３・４月の業務日誌から
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▲ 昨年の山笠の奉納・公開の様子

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

春
の
民
俗
芸
能
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

今
年
の「
楽・山
笠・神
楽
」公
開
情
報



「
僧
」
の
姿
を
し
た
「
神
様
」

　

例
年
、
大
型
連
休
後
の
土
日
に
生お
い

立た
つ

八は
ち
ま
ん幡

宮ぐ
う

（
み
や
こ
町
犀
川
生
立
）
の
神じ
ん

幸こ
う

祭さ
い

で
、

福
岡
県
指
定
文
化
財
「
生お
い

立た
つ

八は
ち
ま
ん幡
神じ
ん
じ
ゃ社
山や
ま
か
さ笠

行ぎ
ょ
う
じ事
」
が
行
わ
れ
ま
す
。（
本
年
は
５
月
10

日
～
11
日
実
施
予
定
）。
福
岡
県
下
最
大
規

模
を
誇
る
曳ひ
き
や
ま山
な
ど
豊
前
地
方
を
代
表
す
る

山
笠
行
事
で
、
高
さ
約
20
ｍ
、
総
重
量
約
3.5

ト
ン
を
量は
か

る
巨
大
な
山
笠
が
移
動
す
る
姿
は

圧
巻
の
光
景
で
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
見
学

者
が
訪
れ
ま
す
。
こ
の
生
立
八
幡
宮
の
「
ご

神
体
」
と
し
て
明
治
時
代
ま
で
祀ま

つ

ら
れ
た
の

が
「
僧

そ
う
ぎ
ょ
う形
八は
ち
ま
ん幡
神し
ん

坐ざ
ぞ
う像
」
で
す
。
寄よ
せ
ぎ木
造づ
く

り

で
顔
の
一
部
に
金
箔
が
残
る
こ
の
像
は
、
み

や
こ
町
国こ

く
さ
く作
に
位
置
し
た
豊
前
国
（
現
在
の

北
九
州
市
か
ら
大
分
県
宇
佐
市
に
該
当
す
る

行
政
範
囲
）
の
国
府
（
現
在
の
都
道
府
県
庁
）

の
国
司
（
現
在
の
県
知
事
に
該
当
）
を
務つ

と

め

て
い
た
宇う

奴ぬ
の
お
び
と
お
ひ
と

首
男
人
が
養
老
７
年
（
７
２
３
）

に
奉
納
し
た
と
伝
え
ら
れ
以
後
、
こ
の
神
社

に
鎮
座
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
像
は
、
そ
の

名
が
示
す
よ
う
に
、
髪
を
剃そ

り
、
袈け

さ裟
を
身

に
着
け
た
僧
の
姿
（
僧
形
）
を
し
た
御
神
体

（
八
幡
神
）
で
、「
仏
の
姿
を
し
た
神
様
」
と

い
う
、
２
つ
の
宗
教
が
一
つ
の
像
に
現
わ
さ

平
安
時
代
に
入
る
と
、
時
の
権
力
者
で
あ
っ

た
「
藤
原
道
長
」
が
護
国
神
と
し
て
八
幡
神

を
重
要
視
し
ま
す
が
、
こ
の
当
時
、
宇
佐
神

宮
は
、
九
州
に
お
け
る
登
録
田
数
の
う
ち
、

約
３
分
の
１
を
所
有
し
て
い
た
も
の
と
推
察

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
宇
佐
弥
勒
寺
の

講
師
（
寺
家
の
長
官
）
を
務
め
た
「
元げ

ん

命み
ょ
う」

と
い
う
僧
侶
が
藤
原
道
長
か
ら
特
に
厚
い
信

任
を
得
て
治
安
３
年
（
１
０
２
３
）
に
は
、

当
時
の
都
で
あ
っ
た
平
安
京
の
南
西
側
を
守

る
重
要
な
神
社
と
し
て
建
立
さ
れ
た
石
清
水

八
幡
宮
（
京
都
市
）
の
別
当
（
長
官
）
に
任

命
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
の
祖
父
は
豊
前
国
府

で
国
司
の
三
等
官
、
父
は
豊
前
国
分
寺
の
講

師
を
務
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
彼

自
身
も
み
や
こ
町
豊
津
周
辺
の
出
身
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
豊
国
」
の
拠
点
は
？

　「
豊
国
」（
豊
前
・
豊
後
）
の
由
来
に
つ
い
て
、

奈
良
時
代
の
養
老
４
年
（
７
２
０
）
に
完
成
し

た
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
景
行
天
皇
が
九
州

巡
幸
の
際
に
、
仲
津
郡
の
中な

か
と
み臣
村む
ら
（
現
在
の
み

や
こ
町
国
作
か
ら
田
中
周
辺
地
域
に
推
定
）
で

慶
事
が
起
き
た
こ
と
に
因ち

な
み
、
こ
の
地
を
「
豊

国
」
と
名
付
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
み
や
こ
町
の
史
跡
の
分
布
や
発
掘
調
査

の
結
果
な
ど
か
ら
、
７
世
紀
頃
ま
で
豊
前
、
豊

後
を
含
む
「
豊
国
」
全
域
の
中
心
と
な
っ
た
の

は
、
み
や
こ
町
国
作
か
ら
田
中
周
辺
地
域
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、「
豊
国
」
が
豊
前
、

豊
後
に
分
か
れ
た
８
世
紀
頃
か
ら
、
宇
佐
八
幡

宮
を
中
心
に
国く
に
さ
き東
に
及
ぶ
豊
前
東
部
地
域
で

は
、宗
教
文
化
の
一
大
拠
点
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
天
皇
陵
級
の
古
墳
や
国
府
が
設

け
ら
れ
た
み
や
こ
町
は
、
宇
佐
を
含
む
豊
前
国

の
政
治
・
文
化
の
重
要
な
拠
点
と
な
り
、
こ
れ

が
「
京み
や
こ都
」
の
地
名
の
由
来
と
す
る
研
究
者
の

見
解
も
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
１
３
０
０

年
前
の
宇
佐
神
宮
創
建
の
背
景
を
探
っ
て
み
る

と
、
み
や
こ
町
の
史
跡
や
人
物
と
の
深
い
関
係

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　
（
井
上
信
隆
）

て
い
ま
す
。

　

こ
の
乱
に
は
豊
前
国
か
ら
数
多
く
の
住
民

が
兵
士
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
一
説

に
そ
の
際
に
用
い
た
軍
旗
（
幡は

た

）
を
依
代
と

し
た
こ
と
が
「
八
幡
」
の
名
の
由
来
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
乱
を
き
っ
か
け
に
八
幡

神
に
は
戦
勝
を
願
う
「
軍
神
」
の
側
面
と
併

せ
、
隼
人
の
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
仏
に
救
い

を
求
め
る
「
神
仏
習
合
」
と
い
う
八
幡
信
仰

を
形
成
し
な
が
ら
、
神
亀
２
年
（
７
２
５
）

宇
佐
八
幡
宮
が
現
在
の
地
に
創
建
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
蓮
と
元
命

　

こ
の
乱
に
同
行
し
た
「
法ほ
う

蓮れ
ん

」
と
い
う
僧

侶
は
、
宇
佐
神
宮
内
に
造
営
さ
れ
た
弥み
ろ
く
じ

勒
寺

と
い
う
寺
の
初
代
別べ

っ
と
う当
（
寺
務
を
統
括
す
る

長
官
）
を
務
め
虚
空
蔵
寺
（
大
分
県
宇
佐
市
）

を
創
建
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
虚
空
蔵
寺
で
は
、
こ
の
地
域
の
古
代
寺
院

と
し
て
は
唯
一
、
塼せ

ん
ぶ
つ仏
（
タ
イ
ル
状
の
仏
像
）

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
塼
仏
は
、『
西
遊
記
』

の
玄げ

ん
じ
ょ
う
さ
ん
ぞ
う

奘
三
蔵
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ
る
中
国
の

慈じ
お
ん
じ

恩
寺
大だ
い
が
ん
と
う

雁
塔
周
辺
か
ら
多
数
出
土
し
て
お

り
、
こ
れ
が
奈
良
の
寺
院
に
伝
え
ら
れ
、
法

蓮
が
宇
佐
に
伝
え
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の

虚
空
蔵
寺
の
塼
仏
と
同
じ
鋳い

が
た型
で
作
ら
れ
た

塼
仏
が
豊
前
国
分
寺
付
近
の
遺
跡
か
ら
出
土

し
て
い
ま
す
が
、
虚
空
蔵
寺
以
外
で
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
塼
仏
の
出
土
は
、
宇

佐
と
み
や
こ
町
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
裏
付

け
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
天
平
勝
宝
元
年
（
７
４
９
）
12
月

末
に
は
、
豊
前
国
分
寺
（
み
や
こ
町
国
分
）

を
含
む
全
国
に
造
営
さ
れ
た
国
分
寺
の
「
総

国
分
寺
」
で
あ
る
東
大
寺
の
大
仏
建
立
成
功

の
た
め
、
宇
佐
の
八
幡
神
は
、
全
国
の
神
々

を
率
い
て
奈
良
に
入
り
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
海
外
か
ら
伝
来
し
た
仏
と
日
本
古
来

の
神
々
を
つ
な
ぐ
新
し
い
国
家
神
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
、
ま
た
広
く
民
衆
に
関
わ
り

な
が
ら
独
自
に
展
開
・
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

れ
た
世
界
的
に
み
て
も
大
変
珍
し
い
「
ご
神

体
」
な
の
で
す
。
神
と
仏
が
融
合
し
た
「
神

仏
習
合
」
の
信
仰
の
ル
ー
ツ
は
「
八
幡
宮
」

の
総
本
宮
で
あ
る
「
宇
佐
神
宮
」
に
辿た

ど

る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
の
宇
佐
神
宮
は
、
本

年
（
２
０
２
５
）
で
創
建
１
３
０
０
年
を
迎

え
ま
す
。
今
回
は
、
宇
佐
神
宮
創
建
の
背
景

に
、
こ
の
み
や
こ
町
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た

こ
と
を
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
八
幡
宮
」
に
つ
い
て

　「
八
幡
宮
」
は
八
幡
神
を
祭
神
と
す
る
神

社
で
、
そ
の
数
は
全
国
で
４
万
社
以
上
を
数

え
る
こ
と
か
ら
、
社や
し
ろの
数
で
は
国
内
最
多
で
、

そ
の
分
布
も
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
広
範
囲

に
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
「
八
幡
宮
」
の
「
総

本
宮
」
が
宇
佐
神
宮
（
大
分
県
宇
佐
市
）
で

す
。
代
表
的
な
八
幡
宮
と
し
て
宇
佐
神
宮
の

ほ
か
、
石
清
水
八
幡
宮
（
京
都
府
八
幡
市
）、

筥
崎
宮
（
福
岡
県
福
岡
市
）、
鶴
岡
八
幡
宮　

（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）
が
あ
り
ま
す
。
名
称

の
「
神
宮
」（
宇
佐
、熱
田
、伊
勢
神
宮
な
ど
）

は
天
皇
や
そ
の
先
祖
を
祀
る
神
社
を
示
す
最

上
級
の
「
社
号
」
で
す
。
宇
佐
神
宮
は
、
古

く
は
伊
勢
神
宮
と
並
ぶ
神
社
と
し
て
日
本
最

大
の
神
社
信
仰
に
位
置
付
け
ら
れ
、
ま
た
み

や
こ
町
を
含
む
「
豊
前
国
」
の
「
一い

ち
の
み
や宮」
で

も
あ
り
ま
す
。

　

天
皇
の
即
位
や
国
家
の
大
事
等
の
際
に

天
皇
か
ら
特
別
に
派
遣
さ
れ
る
使
者
を

「
勅ち
ょ
く
し使
」
と
呼
び
ま
す
が
、
勅
使
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
る
神
社
は
全
国
で
も
僅
か
17
社

に
止
ま
り
ま
す
。
現
在
、
宇
佐
神
宮
で
は
、

10
年
に
一
回
、
こ
の
勅
使
の
参
拝
が
執
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
年
は
こ
の
参
拝
行
事

が
執
り
行
わ
れ
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
紫
式

部
の
夫
、
藤
原
宜
孝
は
長
保
元
年
（
９
９
９
）

11
月
に
宇
佐
神
宮
に
派
遣
さ
れ
る
勅
使
「
宇

佐
奉
幣
使
」
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
彼

も
み
や
こ
町
に
み
ら
れ
る
官
道
を
通
っ
て
宇

佐
へ
向
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
八
幡
神
」
と
は

　

豊
前
国
内
に
位
置
す
る
大
分
県
中
津
市
の

薦こ
も

神じ
ん
じ
ゃ社
は
、
国
内
で
も
珍
し
く
境
内
に
あ

る
「
三み

す
み角
池い
け

」
と
い
う
古
代
の
池
が
「
ご
神

体
」
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
池
は
、

渡
来
人
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
堤
を
備
え
、
こ

の
堤
の
発
掘
調
査
で
は
、
樹
木
の
枝
葉
な
ど

を
敷
き
詰
め
基
礎
の
滑
り
を
押
さ
え
る
「
敷し
き

粗そ

だ朶
」
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
池
田
遺
跡
（
み

や
こ
町
勝
山
池
田
）
と
の
共
通
点
が
み
ら
れ

る
古
代
の
池
で
す
。
八
幡
神
の
由
来
を
記
し

た『
八は

ち
ま
ん幡
宇う
さ
ぐ
う

佐
宮
御ご
た
く
せ
ん
し
ゅ
う

託
宣
集
』（
以
後
託
宣
集
）

に
は
、「
薦
神
社
は
宇
佐
神
宮
の
祖
宮
で
あ

り
、
そ
の
八
幡
神
の
ご
神
体
は
三
角
池
に
自

生
す
る
薦
を
刈
り
取
っ
て
御
枕
と
し
た
も
の

で
あ
る
」
と
い
う
記
述
を
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
薦
と
は
、
真ま

こ
も菰
（
イ
ネ
科
マ
コ
モ
属

の
多
年
草
）
を
指
し
、
こ
れ
を
刈
り
取
っ
て

枕
状
に
し
た
依よ
り
し
ろ代
（
巨
石
や
榊さ
か
きな
ど
神
霊
が

依
り
憑つ

く
対
象
物
）
が
「
薦こ
も

枕ま
く
ら」
で
す
。
奈

良
時
代
の
養
老
４
年
（
７
２
０
）
九
州
の
薩

摩
、
大
隅
を
中
心
に
勢
力
を
拡
大
し
て
い
た

「
隼は

や
と人
」
が
乱
を
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
を
鎮

圧
す
る
た
め
に
九
州
に
向
か
っ
た
の
が
、「
令

和
」
の
歌
を
詠
ん
だ
大お

お
と
も
の
た
び
と

伴
旅
人
で
す
。「
令

和
」
の
元
号
で
歌
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し

て
い
る
旅
人
で
す
が
、
武
人
と
し
て
も
大
き

な
功
績
を
残
し
て
お
り
、
乱
の
鎮
圧
に
際
し
、

征せ
い
は
や
と
じ

隼
人
持
節せ
つ

大た
い
し
ょ
う
ぐ
ん

将
軍
に
任
命
さ
れ
、
一
万
人

の
兵
を
率
い
て
九
州
へ
向
か
い
ま
す
。

　

こ
の
時
、
戦
勝
祈
願
の
た
め
、
薦
神
社
の

真
菰
で
八
幡
神
の
依
代
「
薦
枕
」
を
作
り
ま

す
が
、『
託
宣
集
』
の
中
に
「
豊
前
国
司
に

仰
せ
つ
け
ら
れ
、
初
め
て
神
輿
を
作
ら
し
む
」

と
い
う
記
載
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
当
時
の
豊

前
国
司
は
生
立
八
幡
宮
に
「
僧
形
八
幡
神
坐

像
」
を
奉
納
し
た
宇
努
首
男
人
で
す
が
、
大

切
な
ご
神
体
「
薦
枕
」
を
乗
せ
る
た
め
の
神

輿
を
作
り
、
こ
れ
を
奉
じ
て
日
向
ま
で
行
ぎ
ょ
う
こ
う幸

し
、
乱
を
鎮し
ず

め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
、
用
い
ら
れ
た
「
神
輿
」
が
現
在
各

地
で
み
ら
れ
る
お
神
輿
の
起
源
と
も
い
わ
れ
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「
宇
佐
神
宮

  
創
建
１
３
０
０
年
」と

　
　
　
　

み
や
こ
町

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝


